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論文の内容の要旨
　環状で飽和な炭化水素であるシクロアルカンは石油炭化水素としても知られ，特に四環式と五環式のものはそ
れらの起源物質が比較的容易に特定できるため，バイオマーカーとして有機地球化学の分野では研究が進んでい
る。これに対し，単環式や二環式のものは起源物質が判明し難く，また，比較的揮発性が高く分析が難しく，報
告例が極めて少なく，この分野では基本的な知見ですら欠けている。
　本研究は，第一章の序論でシクロアルカンの有機地球化学的研究が，特に単環式や二環式のもので必要であり，
そのためには超微量レベルで揮発性の高い化含物を詳細に分析することの重要性を指摘している。さらに，それ
らの化合物の続成変化の解明，また，堆積環境と起源物質の解明へ向けての研究が必要であることも指摘してい
る。このため，続成変化の研究には，過去に石油を産し，直鎖の炭化水素に関しては報告例の多い新庄盆地新第
三系の堆積岩についてそれらのシクロアルカンの研究が必要であることを強調している。同時に，堆積環境と起
源物質に関しては，地球化学的研究が進んでいる北海道川流布の白亜紀・第三紀境界堆積岩を調べ，生物界の大
量絶滅との関連を見いだすことも必要性としている。また白亜紀・第三紀境界堆積岩については四環式と五環式
のシクロアルカンの存在とそれらの特徴も明らかにすることが堆積環境と起源物質に関して有用な情報を得るこ
とができることを述べている。
　第二章では，新庄盆地新第三系の堆積岩についてシクロアルカンの綴密な分析を行い，その結果，単環式のも
の79種と二環式のもの12種の存在を，また，これらがO－01一王㎜oひgで存在することを明らかにした。さらに，
これらを堆積岩の深度分布に従い3グループに分類できることを見いだした。第1グループは堆積岩深度の下位
部分で存在量の極大を示すもの，第2グループは申位部分で極大を示すもの，第3グループは上位部分で存在量
の極大を示すものである。特に第1と第2グループのものは直鎖の炭化水素と類似の深度分布を示し，石油炭化
水素の続成変化による生成と密接に関連していることが判明し，特に，アルキルシクロヘキサンは脂肪酸の環化
を経て生成したことを明らかにした。また，第3グループは続成変化が少なく陸上植物に由来することが判明し
た。
　第三章では，北海道川流布に産する白亜紀・第三紀境界堆積岩についての分析で単環式のもの62種と二環式の
もの4種およびアダマンタン類を11種とそれらがαOO亙一αhmo1／gで存在することを明らかにした。これらのシ
クロアルカンはいずれも白亜紀・第三紀の境界で存在量が著しく減少し，生物の大量絶滅による起源物質の供給
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が極めて低かったことを見いだした。また，境界層から上位の第三紀層でのシクロアルカンの存在量は白亜紀層
のものより少なく，生物界での回復が徐々に進んだことが判明した。さらに，白亜紀層，境界粘土層，第三紀層
でのシクロアルカン異性体比がほぼ一定であることから，これらの受けた続成作用はほぼ同じ程度であることが
判明した。
　第四章では，同様に川流布の白亜紀・第三紀境界堆積岩についての分析で，ステラン（四環式）22種とトリテ
ルパン（五環式）17種の存在を明らかにした。これらのシクロアルカンの存在量も境界層で極めて少なく，生物
界での大量絶滅と関連することが判明した。さらに，陸上高等植物由来の5α一sti騨astaneやo1eananeが海洋生
物起源である5α一cholestaneの減少量より大きく，回復量が小さいことから，陸上生物界に大きな絶滅が生じた
可能性を指摘した。
審査の結果の要旨
　本研究は，これまでに分析の難しさから研究報告の少ない，特に，単環式や二環式のシクロアルカンの綴密な
分析により，石油を産した堆積岩中で数多くのシクロアルカンの続成変化を明らかにし貴重なデータと解釈を提
供した。また，白亜紀・第三紀境界堆積岩の分析により，生物界での大量絶滅と関連しこれまでには皆目不明で
あったシクロアルカンについての分布，起源物質などを明らかにした。これらの研究をまとめた本論文は有機地
球化学の分野に新しい貴重な知見と解釈を提供し，博士論文として高く評価できるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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